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⑭
明
智
光
秀
書
状 

[

天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
土
橋

平
尉
（
重
治

）
宛] 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〈

一

部

修

正 

二

〇

二

〇

年

一

月

一

〇

日

〉

 

尚
以
急
度
御
入
洛
義
、 

御
馳
走
肝
要
候
、
委
細 

為 
上
意
可
被
仰
出
候
条 

不
能
巨
細
候
、 

 

如
仰
未
申
通
候
処
ニ 

上
意
馳
走
被
申
付
而 

示
給
快
然
候
、
然
而 

御
入
洛
事

、
即
御
請
申
上
候
、 

被
得
其
意
御
馳
走
肝
要
候
事
、 

 

一 

其
国
儀
可
有
御
入
魂
旨 

 
 

珍
重
候
、
弥
被
得
其
意
可
申 

談
候
事
、 

一 

髙
野
根
来
其
元
之
衆 

被
相
談
至
泉
河
表
御 

出
勢
尤
候
、
知
行
等
儀
手
寄 

以
国
申
談
、
後
々
迄
互
入
魂 

難
遁
様
可
相
談
事
、 

一 

江
州
濃
州
悉
平
均
申
付 

 

任
覚
悟
候
、
御
気
遣
有 

間
敷
候
、
尚
使
者
可
申
候
、 

恐
々
謹
言
、 

  
 

六
月
十
二
日 

 

光
秀
（
花
押
） 

 
 

 

雑
賀
五
郷 

 
 

土
橋
平
尉
殿 

 
 

 
 

 

御
返
報 

 

（
包
紙
上
書
） 

「
惟
任
日
向
守 

光
秀 

雑
賀
五
郷 

土
橋
平
尉
殿 

御
返
報
」 
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読
み 

 

尚
以
て
急
度
御
入
洛
の
義
御
馳
走
肝
要
に

候
、
委
細

（
闕
字

）

上
意
と
し

て
仰
出
さ
る
べ
く

候
条
、 

 
巨
細
能
わ
ず
候
、 

 

仰
せ
の
ご
と
く
い
ま
だ
申
し
通
わ
ず
候
処
に
、
（
平

出
）
上
意

馳
走
申
さ

る
に
付

き
て
示
し
給
わ
り
快
然
に
候
、
然
し
て

、

（
平
出
）

御
入
洛
の

事
、
即
ち
御
請
申

し
上
げ
候
、
其
の
意
を
得
ら
れ
御
馳
走
肝
要
に
候
事

、 

 

一 

其
の
国
の
儀

、

御
入
魂
あ
る
べ
き
旨
珍
重
に
候

、
い
よ
い

よ
其
の
意

を
得
ら

れ
申
し
談
ず
べ
き
候
事
、 

一 

髙
野
根
来
其
元
（
そ
こ
も
と
）
の
衆
相
談
せ
ら
れ
、
泉
・

河
表
に
至

り
御
出

勢
尤
に
候
、
知
行
等
の
儀
、
手
寄
国
を
以
っ
て
申
し
談
じ
、

後
々
ま
で
互
い
に
入

魂
し
遁
れ
が
た
き
様
相
談
す
べ
き
事
、 

一 

江
州
濃
州
悉
く
平
均
申
し
付
け
覚
悟
に
任
せ
候
、
御
気

遣
あ
る
ま
じ
く
候
、

尚
使
者
申
す
べ
く
候
、 

恐
々
謹
言 

   

六
月
十
二
日 

 

光
秀
（
花
押
） 

 
 

雑
賀
五
郷 

 
 

土
橋
平
尉
（
重
治
）
殿 

 
 

 
 

 
 

 

御
返
報 

 

（
包
紙
） 

 

「
惟
任
日
向
守 

光
秀 

雑
賀
五
郷 

土
橋
平
尉
殿 

御
返
報
」 
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内
容 

 

仰
せ
の
よ
う
に
今
ま
で
手
紙
の
や
り
と
り
が
な
い
と
こ
ろ
で

し
た
が
、
（

あ
な

た
が
）
将
軍
の
味
方
を
す
る
と
い
う
手
紙
を
（
あ
な

た
か
ら
）

も
ら
っ
て

嬉
し
く

感
じ
ま
す
。
（
将
軍
の
）
入
洛
（
京
へ
入
る
こ
と
）
の
こ
と
を

、
（
即
座

に
）
私

（
光
秀
）

は
了
解
し
た
の
で
、
そ
の
（
私
の
）
気
持

ち
を
踏
ま

え
て
尽
力

す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。 

一 

そ
の
国
（
紀
州
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
（
あ
な
た
た
ち

が
）
力
を
尽
く
し
て

く
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
さ
ら
に
（
私
の

）
気
持
ち

を
踏
ま
え

て
よ
く

相
談
す
る
よ
う
に
。 

一 

高
野
や
根
来
、
そ
こ
（
雑
賀
）
の
衆
は
相
談
し
て
、
和
泉

・
河
内
方

面
へ
軍

勢
を
出
す
こ
と
を
承
知
し
ま
し
た
。
知
行
な
ど
の
こ
と
は
縁
故

の
国
が
相
談
し
、

こ
れ
か
ら
ず
っ
と
お
互
い
に
心
を
通
わ
せ
、
不
仲
に

な
ら
な
い

よ
う
に
相

談
す
る

こ
と
。 

一 

近
江
や
美
濃
の
す
べ
て
の
混
乱
を
お
さ
め
、
自
分
の
思
う

と
お
り
に

な
り
ま

し
た
。
ご
心
配
は
不
要
で
す
。
使
者
が
い
ろ
い
ろ
申
し
ま
す

。 

 

（
追
伸
）

御
入
洛
の
こ
と
、
援
助
や
味
方
が
大
事
で

す
。
詳
し

い
こ
と
は

将
軍

が
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
、
詳
し
く
は
述
べ
ま
せ
ん

。 

               


